
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第
九
条
① 

日
本
国
民
は
、
正
義 

と
秩
序
を
基
調
と
す
る
国
際
平 

和
を
誠
実
に
希
求
し
、
国
権
の 

発
動
た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ 

る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、 

国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と 

し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄 

す
る
。 

② 

前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、 

 

陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、 

こ
れ
を
保
持
し
な
い
。
国
の
交 

戦
権
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
。 
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第
二
章 

戦
争
の
放
棄 

  
 

廃
止
へ
闘
い
は
続
く 

 

イ 

意
の
ま
ま
に 

 
 

民
意
無
視
す
る 

暴
走

車 

  

民
夫 

特
定
秘
密
保
護
法

が
強
行
採
決
さ
れ
た
後
も
、

批
判
的
新
聞
社
説
は
12
月
中

だ
け
で
も
１
３
０
を
超
え

た
。
秘
密
法
が
施
行
さ
れ
る

今
年
12
月
頃
ま
で
に
廃
止
を

求
め
闘
い
は
続
く
。
１
月
の

国
会
包
囲
の
人
間
の
鎖
も
盛

り
上
が
っ
た
。
国
会
審
議
や

廃
止
の
動
き
は
ど
う
な
の
。 

 

九
太 

野
党
が
秘
密
法
の

集
中 

  

審
議
で
指
定
解
除
の
手
続
き

を
質
し
た
が
、
政
府
は
自
由

に
「
（
都
合
の
悪
い
）
秘
密
は

捨
て
ら
れ
る
」
と
答
弁
し
て

い
た
。
秘
密
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
第
三
者
機
関
で
も
「
政
府

内
機
関
だ
け
で
は
問
題
だ
」

の
質
問
に
、
首
相
は
「
私
は
政

府
代
表
で
あ
り
国
民
の
代
表

だ
」
と
し
ら
き
な
お
る
傲
慢

さ
だ
。
国
会
調
査
権
の
確
保
、

公
益
の
通
報
者
保
護
、
過
失

へ
の
厳
罰
な
ど
問
題
点
を
追

求
、
憲
法
違
反
の
悪
法
は
廃

止
す
る
し
か
な
い
よ
。 

 

守
男 

秘
密
に
踏
み
込
ま

な
い
で
運
用
基
準
を
つ
く
る

情
報
保
全
諮
問
会
議
が
開
か

れ
た
。
議
事
録
は
未
公
開
、
発

言
者
も
未
公
開
で
要
旨
だ

け
、
形
を
整
え
る
見
せ
か
け

に
過
ぎ
な
い
。
夏
に
基
準
案

が
出
さ
れ
、
秋
に
は
閣
議
決

定
、
１
２
月
施
行
を
目
論
ん

で
い
る
。
引
き
続
き
廃
止
に

向
け
た
粘
り
強
い
取
り
組
み

が
大
事
だ
。 

●
名
護
市
長
当
選
と
波
紋 

 
 

県
民
こ
そ
主
人
公
貫
く 

ロ 

朗
報
が 

 
 

世
界
に
響
く 

基
地
不

要 

 

進
次 

「
基
地
ノ
ー
」
の
県

民
の
意
思
は
固
い
。
歴
史
的

勝
利
！
地
元
紙
は
大
き
く
報

じ
た
。
金
で
人
の
心
を
奪
う

石
破
自
民
党
幹
事
長
の
買
収

発
言
は
ひ
ど
か
っ
た
。
こ
ん

な
振
る
舞
い
に
怒
り
は
増
幅

さ
れ
た
ね
。
市
長
選
後
「
基
地

は
政
府
が
決
め
る
」
と
い
う

民
意
無
視
の
閣
僚
発
言
も
あ

っ
た
。
市
民
や
地
方
自
治
体

は
黙
っ
て
政
府
に
従
え
と
い

う
民
主
主
義
否
定
だ
。
辺
野

古
の
埋
立
て
工
事
の
「
入
札

公
告
」
は
横
暴
な
や
り
方
だ
。 

 

守
助 

世
界
の
目
が
沖
縄

に
集
ま
り
始
め
た
。
世
界
の

著
名
人
２
９
人
が
連
名
で

「
辺
野
古
基
地
建
設
反
対
・

平
和
と
尊
厳
、
人
権
と
環
境

保
護
、
沖
縄
人
民
支
持
」
を
声

明
、
映
画
監
督
オ
リ
バ
ー
ス

ト
ン
氏
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

の
マ
イ
レ
ー
ド
・
マ
グ
ワ
ィ

ア
氏
、
平
和
学
の
ヨ
ハ
ン
・
ガ

ル
ト
ウ
ン
グ
氏
な
ど
賛
同
者

が
１
０
０
人
以
上
に
広
が
っ

て
い
る
。
ま
た
辺
野
古
基
地

発
案
者
の
ウ
エ
ッ
ブ
元
米
海

軍
長
官
・
元
上
院
議
員
か
ら

も
、
「
抑
止
力
効
果
意
味
な

し
」
「
県
民
の
意
向
重
視
」
な

ど
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
県
民

の
結
束
、
名
護
市
長
当
選
の

波
紋
は
国
際
的
に
広
が
っ
て

き
た
。 

日
本
国
憲
法 

【部内資料】 

 

退
陣
し
た
石
破
首
相
を
継
い
で
、

高
市
氏
が
自
民
党
総
裁
に
就
任
し
ま

し
た
。
自
民
党
総
裁
選
挙
に
立
候
補

し
た
５
人
の
候
補
の
中
で
、
改
憲
、

軍
拡
に
最
も
積
極
的
な
発
言
を
繰
り

返
し
、
ま
た
、
外
国
人
管
理
の
司
令

塔
設
置
や
ス
パ
イ
防
止
法
制
定
な
ど

参
政
党
の
主
張
に
最
も
近
い
人
物
で

も
あ
り
ま
す
。 

高
市
政
権
が
誕
生
す
れ
ば
、
国
家

防
衛
戦
略
を
策
定
し
た
ト
ラ
ン
プ
政

権
の
圧
力
と
も
相
俟
っ
て
、
岸
田
・

石
破
政
権
下
で
進
行
し
た
「
安
保
３

文
書
」
に
よ
る
軍
拡
・
戦
争
体
制
づ

く
り
が
新
た
な
段
階
に
入
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

第
１
は
、
安
保
３
文
書
で
打
ち
出

し
た
、
防
衛
費
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％

と
い
う
大
軍
拡
目
標
を
、
安
全
保
障

環
境
の
悪
化
を
理
由
に
再
改
定
し
引

き
上
げ
る
大
軍
拡
で
す
。 

す
で
に
、
防
衛
省
は
次
年
度
概
算

要
求
で
８
兆
８
千
億
円
を
計
上
し
、

中
国
大
陸
を
射
程
に
収
め
る
長
射
程

ミ
サ
イ
ル
の
熊
本
他
へ
の
配
備
計
画

を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
が

さ
ら
に
拡
大
さ
れ
る
危
険
が
あ
り
ま

す
。 第

２
は
、
中
国
と
の
戦
争
を
見
据

え
た
日
米
共
同
作
戦
体
制
の
加
速
化

で
す
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
共

同
演
習
で
の
自
衛
隊
参
加
を
大
幅
増

強
し
対
中
戦
の
前
線
部
隊
の
主
力
を

 

９
条
の
会
・
会
報
、
10
月
10
日
付
、
第
４
７
１
号
か
ら
「
訴
え
」
を

採
録
し
ま
し
た
。 

高
市
総
裁
の
登
場
で
加
速
す
る
戦
争
体
制 

づ
く
り
に
反
対
す
る
市
民
の
行
動
を
！ 

新
聞
Ｏ
Ｂ
「
九
条
の
会
」 

総
会
＆
望
年
の
夕
べ
（
仮
） 

 

日
時 

12
月
10
日
（
水
） 

13
時
～ 

場
所 

小
石
川
・
涵
徳
亭 

詳
細
は
次
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。 

ひ
と
言 

日
々
の
頑
張
り
に
敬
意
で
す
。 

是
非
と
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い 

・
酷
暑
熱
中 

杖
で
２
千
歩 

ボ
ト
ル
の
水
飲
み 

ま
た
一
歩 

・
熱
中
危
険 

外
出
禁
止 

生
き
る
触
れ
合
い 

ま
ま
な
ら
ぬ 

・
反
核
不
戦
を 

誓
っ
て
九
十
路 

支
え
合
う
気
は 

フ
ア
イ
ナ
ー
ル(

砦) 

・
貧
困
差
別
の 

歴
史
に
学
び 

Ａ
Ｉ
科
学
で 

希
望
の
国
を 

・
複
眼
思
考
で 

世
界
を
見
ろ
や 

生
き
抜
く
力
は 

孫
子
へ
と 

「
明
る
く
楽
し
く
生
き
る
」 

 
 
 
 
 

（
元
朝
日
労
・
鈴
木
笑
〼
） 

 

９
月
初
旬
に
東
京
電
力
福
島
第
１

原
発
事
故
の
汚
染
で
出
た
土
壌
を
保

管
し
て
い
る
中
間
貯
蔵
施
設
を
見
学

し
て
き
た
。 

除
去
土
壌
等
は
、
２
０
４
５
年
３

月
ま
で
に
県
外
で
最
終
処
分
す
る
こ 

と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。 

そ
の
量
は
東
京
ド
ー
ム
11
杯
分

に
も
及
ぶ
。
現
地
を
見
て
思
っ
た
こ

と
は
敷
地
は
想
像
以
上
の
広
さ
だ
っ

た
。 あ

と
20
年
で
果
た
し
て
土
壌
処

分
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ

ろ
う
か
と
不
安
に
な
っ
た
。
今
後
、

土
壌
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
県
外
の

自
治
体
は
現
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

松
尾 

暁
（
元
福
島
民
友
） 

 

中
間
貯
蔵
施
設
の
今 

都
々
逸
５
題 

 「
敗
戦
80
年
」
そ
し
て
「
治
安

維
持
法
」
か
ら
１
０
０
年
。
こ
の
夏

行
わ
れ
た
参
院
選
で
は
自
公
勢
力

が
過
半
数
割
れ
、
新
し
い
政
治
へ

の
兆
し
が
見
え
て
い
る
。 

そ
の
反
面
、
差
別
と
排
外
主
義

を
旗
印
と
し
た
反
動
、
右
翼
勢
力

も
力
を
伸
ば
し
て
い
る
。
そ
し
て

国
民
弾
圧
を
目
指
す
「
ス
パ
イ
防

止
法
」
成
立
に
向
け
、
策
動
を
始
め

て
い
る
。 

今
こ
そ
憲
法
を
柱
に
国
民
が
力

を
合
わ
せ
、
戦
争
へ
の
道
を
押
し

止
め
る
た
め
統
一
と
連
帯
を
強
め

る
時
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 

河
野 

浩(

元
産
経)

 

統
一
と
連
帯
を
強
め
る
時
だ 

戦
後
80
年
で
す
ネ
。
長
く
生
き
て

来
ま
し
た
。
あ
の
８
月
15
日
を
思
い

出
し
ま
す
。
東
京
の
空
は
真
っ
青
で

静
か
に
輝
い
て
い
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。
昼
の
放
送
を
大
人
た
ち
が
ナ

ミ
ダ
で
聴
い
て
い
て
、
い
た
た
ま
れ

ず
、
外
へ
。
空
を
眺
め
て
い
ま
し
た
。

６
歳
で
し
た
。
松
川 

靖
治
（
共
同
） 

昼
の
放
送
を
ナ
ミ
ダ
で
聴
い
て
い
た 

 

自
衛
隊
に
移
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と

で
す
。 

レ
ゾ
リ
ュ
ー
ト
ド
ラ
ゴ
ン
に
は
、

米
軍
・
自
衛
隊
１
万
９
千
人
が
参
加

し
ま
し
た
が
、
自
衛
隊
が
１
万
４
千

人
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。 

第
３
は
、
国
民
民
主
や
参
政
党
の

主
張
に
乗
っ
て
ス
パ
イ
防
止
法
な
ど

の
制
定
策
動
を
通
じ
て
、
排
外
主
義

の
風
潮
を
煽
り
戦
争
へ
向
け
て
の
国

民
動
員
を
行
お
う
と
い
う
企
て
が
進

行
し
て
い
る
こ
と
で
す
。 

参
院
選
に
よ
る
国
民
民
主
や
参
政

党
議
員
の
増
加
、
維
新
の
会
の
９
条

改
憲
案
の
変
更
な
ど
、
新
た
な
状
況

を
迎
え
る
明
文
改
憲
の
動
き
に
監
視

と
批
判
を
強
め
つ
つ
、
加
速
化
す
る

戦
争
体
制
作
り
、
実
質
改
憲
の
策
動

に
対
し
、
市
民
の
声
を
あ
げ
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

写
真
上
、
12
式
地
対
艦
誘
導
弾
。 

下
が
地
対
空
誘
導
弾
改
良
ホ
ー
ク
。 

（
陸
上
自
衛
隊
Ｈ
Ｐ
か
ら
）
。
本
文 

と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。 
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・ 
 

声をあげれば日本は変わる 

議
員
ら
が
危
機
感
を
抱
き

「
法
で
保
護
す
る
『
軍
事
機

密
』
の
範
囲
を
『
高
度
』
な
も

 

 
 

  

「
極
左
の
考
え
を
持
っ
た
人
た
ち
が
社
会
の
中
枢
に
入
っ

て
く
る
。
極
端
な
思
想
の
人
た
ち
は
辞
め
て
も
ら
わ
な
い
と

い
け
な
い
。
こ
れ
を
洗
い
出
す
の
が
ス
パ
イ
防
止
法
だ
」―

。

２
０
２
５
参
院
選
の
中
で
と
ん
で
も
な
い
発
言
が
飛
び
出

し
た
。
神
谷
宗
幣
・
参
政
党
代
表
の
演
説
で
あ
る
。 

 

こ
の
参
院
選
で
国
政
政
党
と
し
て
踊
り
出
た
野
党
の
「
参

政
党
」
が
、
何
と
現
行
の
「
平
和
憲
法
」
を
真
っ
向
か
ら
否

定
す
る
「
憲
法
草
案
」
を
公
然
と
主
張
し
、
前
提
と
し
て
い

る
。
し
か
も
自
民
党
は
じ
め
野
党
の
一
部
も
こ
れ
を
支
持
し

て
い
る
。
こ
こ
が
こ
れ
ま
で
結
成
さ
れ
て
は
消
え
て
い
っ
た

政
党
と
の
大
き
な
違
い
だ
。
か
つ
て
１
９
８
０
年
代
後
半
、

自
民
党
が
画
策
し
た
「
国
家
秘
密
法
案
」
は
圧
倒
的
な
世
論

で
阻
止
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
現
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
ガ
ザ

で
、
残
虐
な
戦
争
が
強
行
さ
れ
、
国
際
連
合
が
そ
れ
を
阻
止

で
き
な
い
で
い
る
今
、
現
状
は
危
う
い
。 

わ
れ
わ
れ
は
「
宮
澤
・
レ
ー
ン
・
ス
パ
イ
冤
罪
事
件
」
の

真
相
を
糺
す
運
動
の
中
で
、
弾
圧
法
規
は
い
っ
た
ん
成
立
し

て
し
ま
え
ば
、
ど
ん
な
付
帯
決
議
を
つ
け
よ
う
と
無
意
味
で

あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
弾
圧
法
規
は
成
立
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
宮
澤
弘
幸
や
レ
ー
ン
夫
妻
が
「
軍
機
保
護
法
」

で
弾
圧
さ
れ
た
経
過
を
振
り
返
り
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
い
。 

 

「
軍
機
保
護
法
違
反
」
と
さ
れ
た
根
拠
と
は
？ 

 

北
大
生
・
宮
澤
弘
幸
、
同
大
英
語
教
師
・
レ
ー
ン
夫
妻
ら

は
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
の
１
９
４
１
年
12
月
８
日
、
特
高
に

よ
っ
て
検
挙
さ
れ
、
最
終
的
に
宮
澤
弘
幸
と
ハ
ロ
ル
ド
・
レ

ー
ン
は
「
軍
機
保
護
法
違
反
」
で
懲
役
15
年
、
ポ
ー
リ
ン
・

レ
ー
ン
は
同
12
年
が
確
定
し
収
監
さ
れ
た
。
で
は
、
軍
機
保

護
法
違
反
と
さ
れ
た
事
項
は
何
だ
っ
た
か
。 

「
軍
機
保
護
法
違
反
」
と
さ
れ
た
根
拠
は
、
宮
澤
判
決
か

ら
例
示
す
れ
ば
、 

 

①
旅
行
中
に
車
窓
か
ら
見
た
根
室
・
海
軍
飛
行
場
の
外
観

②
課
外
の
労
働
実
習
で
見
聞
し
た
樺
太
・
大
泊
で
の
港
湾
油

槽
の
築
造
外
観
③
樺
太
旅
行
中
に
見
た
上
敷
香
・
海
軍
飛
行

場
の
外
観―

―

等
々
だ
。 

 

こ
れ
ら
は
誰
で
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
ば
か
り
だ
。

一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
「
根
室
・
海
軍
飛
行
場
」
な
ん
て
、
海

軍
の
根
室
飛
行
場
は
、
昭
和
８
年
発
行
の
「
根
室
要
覧
」
に

カ
ラ
ー
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
な
の
だ
＝
写
真
参
照
。 

           

 

１
８
９
９
年
に
制
定
さ
れ
、
１

９
３
７
年
に
大
改
悪
さ
れ
た
「
軍

機
保
護
法
」
は
、
貴
族
院
の
学
識

こ
の
参
院
選
で
国
政
政
党

と
し
て
躍
り
出
た
野
党
の

「
参
政
党
」
が
、
何
と
現
行
の

「
平
和
憲
法
」
を
真
っ
向
か

ら
否
定
す
る
「
憲
法
草
案
」
を

公
然
と
主
張
し
、
前
提
と
し

て
い
る
。
し
か
も
自
民
党
は

じ
め
野
党
の
一
部
も
こ
れ
を

支
持
し
て
い
る
。
こ
こ
が
こ

れ
ま
で
結
成
さ
れ
て
は
消
え

て
い
っ
た
政
党
と
の
大
き
な

違
い
だ
。
か
つ
て
１
９
８
０
年

代
後
半
、
自
民
党
が
画
策
し
た

「
国
家
秘
密
法
案
」
は
圧
倒
的

な
世
論
で
阻
止
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
現
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で

ガ
ザ
で
、
残
虐
な
戦
争
が
強
行

さ
れ
、
国
際
連
合
が
そ
れ
を
阻

「軍機保護法違反」とされた根拠とは？ 

止
で
き
な
い
で
い
る
今
、
現

状
は
危
う
い
。 

わ
れ
わ
れ
は
「
宮
澤
・
レ
ー

ン
・
ス
パ
イ
冤
罪
事
件
」
の
真

相
を
糺
す
運
動
の
中
で
、
弾

圧
法
規
は
い
っ
た
ん
成
立
し

て
し
ま
え
ば
、
ど
ん
な
付
帯

決
議
を
つ
け
よ
う
と
無
意
味

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
弾

圧
法
規
は
成
立
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。
宮
澤
弘

幸
や
レ
ー
ン
夫
妻
が
「
軍
機

保
護
法
」
で
弾
圧
さ
れ
た
経

過
を
振
り
返
り
、
警
鐘
を
鳴

ら
し
た
い
。 

 

北
大
生
・
宮
澤

弘
幸
、
同
大
英
語

教
師
・
レ
ー
ン
夫

妻
ら
は
、
太
平
洋

戦
争
開
戦
の
１
９

４
１
年

12

月
８

日
、
特
高
に
よ
っ

て
検
挙
さ
れ
、
最

終
的
に
宮
澤
弘
幸

と
ハ
ロ
ル
ド
・
レ

ー
ン
は
「
軍
機
保

護
法
違
反
」
で
懲

役
15
年
、
ポ
ー
リ

ン
・
レ
ー
ン
は
同

12

年
が
確
定
し

収
監
さ
れ
た
。
で

は
、
軍
機
保
護
法

違
反
と
さ
れ
た
事

項
は
何
だ
っ
た

か
。 「

軍
機
保
護
法

違
反
」
と
さ
れ
た

根
拠
は
、
宮
澤
判

決
か
ら
例
示
す
れ 

の
に
限
定
し
、
探
知
の
手
段

を
『
不
正
』
な
も
の
に
限
定

し
、
犯
意
の
有
無
を
明
確
に

す
る
こ
と
」
と
、
当
時
の
、
議

会
情
況
の
中
で
、
ぎ
り
ぎ
り

の
歯
止
め
を
掛
け
た
と
い
え

る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
実
態
は
ど

う
だ
っ
た
か
。
軍
・
国
家
権
力

は
、
法
が
成
立
し
た
途
端
、
あ

ろ
う
こ
と
か
当
付
帯
決
議
も
、

議
事
録
に
残
っ
た
限
定
答
弁

の
数
々
も
全
て
無
視
し
、
警

察
も
検
察
も
、
さ
ら
に
裁
判

官
ま
で
も
が
軍
・
治
安
権
力

に
追
従
し
た
。
そ
の
何
よ
り

の
証
拠
が
、
宮
澤
レ
ー
ン
冤 

ば
、 

 

①
旅
行
中
に
車
窓
か
ら
見
た

根
室
・
海
軍
飛
行
場
の
外
観
②
課

外
の
労
働
実
習
で
見
聞
し
た
樺

太
・
大
泊
で
の
港
湾
油
槽
の

築
造
外
観
③
樺
太
旅
行
中
に

見
た
上
敷
香
・
海
軍
飛
行
場

の
外
観―

等
々
だ
。 

軍
・
国
家
権
力
は
付
帯
決
議
な
ど
一
切
を
無
視 

罪
事
件
そ
の
も
の
に
な
る
。 

即
ち
、

宮
澤
弘
幸
の
「
見
聞
」

行
為
自
体
は
事
実
だ
っ
た
と

し
て
も
、
そ
の
全
て
が
「
不
法

な
手
段
」
に
よ
る
「
見
聞
」
で

は
な
く
、
見
聞
し
た
内
容
も
、

石
油
タ
ン
ク
の
数
と
か
、
工

事
就
労
者
の
数
と
か
、
飛
行

場
の
存
在
や
格
納
庫
の
数
な

ど
で
、
い
ず
れ
も
素
人
目
に

も
分
か
る
公
然
で
あ
り
、「
不

法
の
手
段
に
依
る
に
非
ざ
れ

ば
之
を
探
知
収
集
す
る
こ
と

を
得
ざ
る
高
度
の
秘
密
」
で

は
な
い
こ
と
を
、
判
決
自
体

が
「
証
明
」
し
て
い
る
の
だ
。 

 

加
え
て
見
逃
が
せ
な
い
の

は
、
こ
れ
ら
非
道
・
理
不
尽
な

法
の
運
用
を
可
能
に
す
る
、

い
わ
ば
「
冤
罪
法
」
体
制
が
周

到
に
仕
組
ま
れ
て
い
た
こ
と

だ
。 第

一
は
、
国
防
保
安
法
（
１

９
４
１
年
５
月
施
行
）
。
軍
機

保
護
法
関
連
の
身
柄
拘
束
で

は
逮
捕
状
な
し
の
検
挙
を
検

事
の
専
権
で
出
来
る
よ
う
刑

事
手
続
き
に
特
例
を
設
け

た
。
ま
た
「
国
家
機
密
」
の
指

定
を
主
務
大
臣
の
専
権
と

し
、
指
定
内
容
も
外
国
に
漏

れ
る
の
を
防
ぐ
と
の
口
実

で
、
内
容
の
詳
細
を
非
公
示

と
し
た
。 

第
二
は
、
戦
時
刑
事
特
別

法
（
１
９
４
２
年
３
月
施

行
）
。
軍
機
保
護
法
関
連
で

は
、
控
訴
さ
れ
た
場
合
、
控
訴

審
を
飛
ば
し
て
、
い
き
な
り

大
審
院
（
上
告
審
）
で
の
審
理

と
し
、
し
か
も
、
大
審
院
で
は

冤
罪
横
行
を
可
能
に
し
た
法
体
系
の
構
造 

法
廷
審
理
抜
き
の
書
面
の
み

で
の
棄
却
（
門
前
払
い
）
が
可

能
と
な
る
特
例
を
仕
込
む
こ

と
で
、
事
実
上
の
一
審
制
と

し
た
。 

そ
の
一
審
（
地
裁
）
に
お
い

て
も
、
弁
護
士
の
選
任
制
限
、

捜
査
調
書
・
法
廷
記
録
な
ど

の
閲
覧
・
謄
写
制
限
、
判
決
理

由
・
適
用
法
の
詳
細
不
公
示

等
を
仕
込
む
こ
と
で
、
証
拠

の
明
示
さ
え
省
か
せ
、
判
決

文
の
不
交
付
ま
で
を
可
能
と

し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
「
漏
洩

防
止
」
を
口
実
と
し
て
、
暗
黒 

裁
判
を
法
制
化
し
て
い
る
。 

こ
の
他
に
も
、
軍
用
資
源
秘

密
保
護
法
、
要
塞
地
帯
法
、
防

御
海
面
令
、
国
家
総
動
員
法
、

そ
し
て
治
安
維
持
法
等
々
と

国
民
抑
圧
・
戦
争
遂
行
の
法
令

が
巧
妙
に
連
携
し
、
権
力
に
と

っ
て
目
障
り
な
国
民
を
無
限

定
に
検
挙
し
、
無
限
定
の
罪

（
冤
罪
）
に
押
し
込
む
「
冤
罪

法
体
系
」
が
仕
組
ま
れ
て
い

た
。 以

上
の
事
実
が
示
し
て
い

る
「
大
事
」
は
、
立
法
段
階
か

ら
の
監
視
に
な
る
。
危
な
い
法

律
は
必
ず
、
も
っ
と
も
ら
し
い

仮
面
を
つ
け
、
仕
掛
け
は
見
え

な
い
よ
う
に
仕
込
ん
で
成
立

を
図
る
。
だ
か
ら
可
決
さ
れ
る

ま
で
は
、
ど
ん
な
答
弁
も
憚
ら

ず
、
い
か
な
る
付
帯
決
議
に
も

同
意
し
た
ふ
り
を
す
る
。
だ

が
、
法
は
、
法
と
な
っ
た
途
端
、

権
力
が
仕
込
ん
だ
ま
ま
に
独

り
歩
き
を
始
め
る
。 

軍
機
保
護
法
に
お
い
て
も
、

成
立
の
要
件
と
な
っ
た
「
付
帯

決
議
」
は
、
あ
く
ま
で
「
法
案
」

に
付
帯
さ
れ
た
も
の
で
、
成
立

し
た
「
法
」
に
は
、
何
の
「
付

帯
」
も
つ
い
て
い
な
い
。
こ
れ

が
国
家
権
力
の
本
意
で
あ
り
、

運
用
と
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て

危
な
い
法
案
へ
の
対
処
で
は
、

と
こ
と
ん
手
を
抜
か
ず
仕
込

み
を
見
抜
い
て
追
い
込
み
、
条

文
に
織
り
込
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

『
国
家
権
力
犯
罪
に
〝
時
効
〟
は
な
い 

―

12
月
８
日
を
記
憶
し
続
け
る
』
刊
行 

「
北
大
生
・
宮
澤
弘
幸
『
ス

パ
イ
冤
罪
事
件
』
の
真
相
を
広

め
る
会
・
事
務
局
」
は
、
11
月

中
に
標
記
の
冊
子
を
刊
行
す

る
。
「
ス
パ
イ
防
止
法
」
策
動

粉
砕
の
一
助
と
し
て
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。 

福
島 

清 
「
宮
澤
・
レ
ー
ン
・
ス
パ
イ
冤
罪
事
件
」
が
証
明 

 

こ
れ
ら
は
誰

で
も
知
る
こ
と

が
で
き
る
も
の

ば
か
り
だ
。
一
例

を
あ
げ
れ
ば
、

「
根
室
・
海
軍
飛

行
場
」
な
ん
て
、

昭
和
８
年
発
行

の
「
根
室
要
覧
」

に
カ
ラ
ー
で
紹

介
さ
れ
て
い
る

ほ
ど
な
の
だ
＝

写
真
参
照
。 
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チ
ェ
コ
は
二
度
訪
問
し
た
。

一
度
目
は
１
９
９
２
年
５
月

で
、
い
わ
ゆ
る
東
欧
社
会
主
義

圏
か
ら
西
欧
型
国
家
へ
と
変

わ
っ
た
３
年
後
だ
っ
た
。
89
年

１
月
の
こ
の
権
力
移
行
は
「
ビ

ロ
ー
ド
革
命
」
と
呼
ば
れ
、
例

え
ば
ル
ー
マ
ニ
ア
の
よ
う
な

血
な
ま
ぐ
さ
い
事
件
も
な
く
、

平
穏
か
つ
し
な
や
か
に
遂
行

さ
れ
た
。 

国
名
だ
が
、
お
れ
た
ち
の
行

っ
た
当
時
は
ま
だ
チ
ェ
コ
ス

ロ
バ
キ
ア
だ
っ
た
。
そ
の
翌
年

１
月
、
チ
ェ
コ
と
ス
ロ
バ
キ
ア

は
分
離
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
名

を
冠
し
た
共
和
国
と
な
る
。
こ

れ
も
混
乱
な
く
平
静
に
行
わ

れ
た
の
で
「
ビ
ロ
ー
ド
離
婚
」 

 

「
ビ
ロ
ー
ド
革
命
の
国
」
チ
ェ
コ
、 

そ
し
て
カ
レ
ル
橋 

老
来 

老
（
朗
）話 

・ 

戸塚 章介  

 

 

 

 

 

広
島
・
長
崎
の
原
爆
、
戦
後

80
年
。
そ
し
て
昭
和
１
０
０

年
の
節
目
の
年
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

安
倍
２
期
政
権
後
、
閣
議

決
定
と
の
名
目
で
平
和
憲
法

が
ね
じ
曲
げ
ら
れ
、
日
増
し

に
軍
靴
の
音
が
大
き
く
聞
え

て
来
る
の
は
、
私
だ
け
で
し

ょ
う
か
。 

 

私
の
父
親
は
、
傷
痍
軍
人

だ
っ
た
の
で
、
そ
の
生
き
様

を
思
う
と
何
と
も
言
え
な
い

虚
し
い
気
持
ち
に
な
り
、
２

度
と
戦
争
で
の
犠
牲
者
を
出

し
て
は
い
け
と
の
思
い
で
、

微
力
な
が
ら
「
あ
ま
９
条
の

会
」
の
世
話
人
を
さ
せ
て
頂 

い
て
い
ま
す
。 

 

今
月
９
月
号
の
「
あ
ま
９

条
の
会
」
ニ
ュ
ー
ス(

№
１
４

６
号
＝
写
真)

に
も
書
か
せ

て
頂
き
ま
し
た
が
、
７
月
に

行
わ
れ
た
参
院
選
挙
で
参
政

党
が
躍
進
し
ま
し
た
。
そ
の

参
政
党
の
神
谷
宗
幣
代
表
は

「
日
本
軍
が
中
国
大
陸
に
侵

略
し
て
い
っ
た
の
は
う
そ
で

す
。
」
な
ど
と
訴
え
た
そ
う
で

す
。
こ
の
様
な
、
日
本
の
侵
略

戦
争
を
否
定
す
る
極
右
・
排

外
主
義
の
台
頭
に
対
し
て
、

や
る
せ
な
い
気
持
ち
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

以
前
、
田
中
角
栄
元
首
相

が
「
あ
の
戦
争
に
行
っ
た
や

つ
が
、
こ
の
国
の
中
心
に
い

る
間
は
日
本
は
大
丈
夫
だ
。

と
も
言
わ
れ
た
。 

 

歴
史
と
由
緒
の
あ
る
プ
ラ

ハ
城
か
ら
黄
金
の
小
道
へ
と

下
る
。
大
層
な
名
前
の
割
に

は
な
ん
て
こ
と
な
い
お
土
産

屋
さ
ん
通
り
だ
。
さ
ら
に
進

む
と
ヴ
ル
タ
ヴ
ァ
川
が
見
え

る
。
そ
こ
に
か
か
っ
て
い
る

の
が
有
名
な
カ
レ
ル
橋
で
、

渡
り
き
る
と
旧
市
街
広
場
に

出
る
。
旧
市
庁
舎
の
天
文
時

計
前
に
人
だ
ま
り
が
で
き
て

い
る
が
、
お
れ
は
さ
っ
さ
と

通
り
越
し
て
フ
ラ
ン
ツ
カ
フ

カ
の
生
家
を
目
指
し
た
。
青

春
の
ひ
と
時
「
変
身
」
や
「
審

判
」
「
城
」
「
ア
メ
リ
カ
」
な

ど
を
夢
中
で
読
ん
だ
。
そ
ん

な
胸
の
と
き
め
き
を
感
じ
な

が
ら
見
に
行
っ
た
の
だ
が
、

何
の
変
哲
も
な
い
石
造
り
の

建
物
だ
っ
た
。
お
れ
の
胸
が

と
き
め
い
た
の
は
、
そ
の
晩

出
か
け
た
「
兵
隊
さ
ん
の
ビ

ア
ホ
ー
ル
」
。
長
靴
の
恰
好
を

し
た
ジ
ョ
ッ
キ
で
飲
ん
だ
ビ

ー
ル
の
さ
わ
や
か
で
う
ま
か

っ
た
こ
と
。
や
は
り
お
れ
は

根
っ
か
ら
の
呑
兵
衛
な
ん
だ

な
。 

 
 

  

二
度
目
の
チ
ェ
コ
は
２
０

０
１
年
８
月
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
旅
し
て

の
帰
り
だ
っ
た
。
着
い
た
日

に
専
用
バ
ス
で
ま
わ
っ
た
市

内
観
光
の
ガ
イ
ド
さ
ん
、
若

く
て
か
わ
い
ら
し
い
女
性
だ

っ
た
が
話
す
内
容
が
凄
ま
じ

か
っ
た
ね
。
「(

共
産
党
政
権

時
代
は)
財
産
を
持
っ
て
い

た
人
は
全
部
取
り
上
げ
ら
れ

て
、
住
む
所
も
な
く
な
っ
ち

ゃ
っ
た
ん
で
す
よ
。
着
た
ま

ん
ま
冬
で
も
コ
ー
ト
を
着
せ

ら
れ
な
い
で
、
ト
ラ
ッ
ク
に

乗
せ
ら
れ
て
馬
小
屋
み
た
い

な
と
こ
ろ
で
『
お
前
は
こ
こ

に
住
む
ん
だ
』
と
降
ろ
さ
れ

た
。
宗
教
関
係
の
人
た
ち
は

み
ん
な
牢
屋
に
入
れ
ら
れ

た
」
。
お
れ
は
眠
気
も
冷
め
た

ね
。
ビ
ロ
ー
ド
革
命
と
い
う

優
し
い
言
葉
の
裏
側
に
隠
さ

れ
た
庶
民
の
怨
念
み
た
い
な

も
の
に
触
れ
た
気
が
し
た
の

で
あ
っ
た
。 

隠
さ
れ
た
庶
民
の
怨
念 

に
触
れ
眠
気
も
冷
め
た 

 

ひ
と
言 

し
か
し
、
そ
う
い
う
人
た
ち

い
な
く
な
っ
た
時
が
怖
い
。

だ
か
ら
よ
く
勉
強
し
て
も
ら

わ
な
く
て
は
い
け
な
い
」
と

発
言
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
さ
に
、
そ
の
言
葉
が
、
現

実
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

も
う
一
度
、
角
栄
さ
ん
の
発

言
を
振
り
返
り
、
今
の
平
和

を
何
と
し
て
も
守
る
た
め

に
、
も
う
ひ
と
踏
ん
張
り
し

な
く
て
は
！ 

と
思
う
今
日

こ
の
頃
で
す
。 

西
山 

公
雄
（
毎
日
・
中
部
） 

軍
靴
の
音
が
大
き
く 

聞
こ
え
て
来
る 

大
胆
な
国
連
改
革 

が
必
要
だ
と
思
う 

  
 

今
年
は
戦
後
80
年
。
そ
し

て
、
国
連
も
十
月
に
結
成
80

年
を
迎
え
る
。 

 

大
戦
後
の
復
興
と
世
界
平

和
、
戦
争
の
な
い
世
界
を
作

る
た
め
に
結
成
さ
れ
た
国
連

は
、
い
ま
大
き
な
岐
路
に
立

た
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。 

 

大
戦
の
戦
勝
国
な
ど
が
中

心
と
な
っ
て
作
ら
れ
た
常
任

理
事
国
な
ど
が
主
導
し
て
、

51
カ
国
で
ス
タ
ー
ト
。
そ
の

後
多
く
の
国
が
独
立
・
加
盟

し
、
い
ま
１
９
４
カ
国
と
な 

っ
た
。
し
か
し
、
い
ま
だ
各
地

で
紛
争
は
止
ま
ず
、
戦
争
の

な
い
平
和
な
世
界
に
は
な
っ

て
い
な
い
。
そ
の
要
因
の
一

つ
は
「
常
任
理
事
国
の
拒
否

権
」
が
あ
る
。 

 

パ
レ
ス
チ
ナ
、
ガ
ザ
で
の

虐
殺
行
為
を
や
め
さ
せ
る
国

連
で
の
停
戦
決
議
で
は
、
７

回
も
ア
メ
リ
カ
は
拒
否
権
を

発
動
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
行

動
は
周
辺
国
ま
で
攻
撃
、
拡

大
し
て
い
る
。 

ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

に
対
す
る
ロ
シ
ア
も
拒
否
権

行
使
。
常
任
理
事
国
が
足
を

引
っ
ぱ
り
、
侵
略
国
へ
の
非

難
決
議
を
出
せ
な
い
状
況
に

あ
る
。
国
連
の
機
能
、
権
限
を

回
復
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、

も
う
国
連
で
の
役
割
を
終
え

た
、
足
を
引
っ
張
る
だ
け
の

常
任
理
事
国
は
解
散
す
る
。

理
事
国
か
ら
も
外
し
て
、
国

連
事
務
総
長
を
中
心
と
し
た

新
た
な
「
理
事
会
」
で
運
営
し

て
い
く
。
世
界
各
地
か
ら
参

加
し
て
、
そ
し
て
、
国
連
総
会

（
の
決
議
）
権
限
を
強
化
し

て
い
く
、
大
胆
な
改
革
を
行

う
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。 

 
 
 

 

狩
野 

博
美
（
元
日
経
） 

カ
ン
パ
の
お
礼 

竹
越 

浩
一
さ
ん
（
毎
日
） 

１
０
０
０
０
円 

原
田 

秀
二
さ
ん
（
読
売
） 

５
０
０
０
円 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇野 靖之 

・ 

 

・ 

 
 

・ 

漢 

和 閑 

話 

新聞ＯＢ「九条の会」  ２０２５年１０月１６日 第１５６号 （４） 
声をあげれば日本は変わる 

◆
日
本
の
四
季
が

二
季
に
な
る
の
で

は
と
い
わ
れ
る
ほ

ど
の
酷
暑
の
夏
で

氷 雨  

 

 

自
民
党
は
超
タ
カ
派

の
高
市
早
苗
新
総
裁
を

選
出
し
た
。
新
た
な
国

民
の
共
同
を
広
げ
る
始

ま
り
へ
▼
今
号
は
「
ス

 

パ
イ
防
止
法
」
の
危
険
性
を
明
ら
か

に
し
、
参
政
党
の
「
南
京
大
虐
殺
否

定
」
を
真
っ
向
か
ら
検
証
し
ま
し

た
。
討
議
資
料
に
お
お
い
に
語
り
広

げ
た
い
▼
新
聞
Ｏ
Ｂ
「
九
条
の
会
」
は

久
々
の
総
会
＆
望
年
の
夕
べ
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
〝
老
い
て
な
お
〟

元
気
に
集
い
ま
し
ょ
う
。
（
斎
藤
） 

し
た
ね
。
暑
い
さ
な
か
で
の

小
話
。
『
「
水
」
を
あ
っ
と

い
う
間
に
「
氷
」
に
す
る
方

法
を
知
っ
て
い
る
』『
ウ
ー

ン
、
冷
凍
庫
を
使
っ
て
ー
』

『
難
し
く
考
え
な
い
で
く

だ
さ
い
、
漢
字
の
「
水
」
に

点
を
加
え
て
「
氷
」
に
す
れ

ば
い
い
ん
で
す
よ
』◆「
氷
」

の
字
は
、
も
と
も
と
「
冰
」

と
書
き
ま
し
た
。「
ン
」
は
、

こ
お
り
の
割
れ
目
を
描
い

た
象
形
文
字
が
変
化
し
た

形
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
「
水
」
を
組
み
合
わ

せ
た
の
が
、
「
冰
」
で
す
。

漢
和
辞
典
に
は
氷
の
正
字 

と
し
て
載
っ
て
い
ま
す 

◆
「
氷
」
は
、
音
読
み
の
「
ひ

ょ
う
」
。
訓
読
み
の
「
こ
お

り
」
で
す
が
も
う
ひ
と
つ

「
ひ
」と
い
う
訓
読
み
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
昔
、
歌
謡
曲

に
「
氷
雨
」
（
ひ
さ
め
）
と

い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

「
氷
雨
」の
ふ
さ
わ
し
い
季

節
は
い
つ
？
。雹（
ひ
ょ
う
）

や
霰
（
あ
ら
れ
）
を
指
す
場

合
は
夏
の
季
語
で
、
霙
（
み

ぞ
れ
）や
み
ぞ
れ
に
近
い
冷

た
い
雨
を
指
す
場
合
は
冬

の
季
語
に
な
り
ま
す
。
国
語

辞
典
の
多
く
は
、寒
さ
を
連

想
さ
せ
る「
氷
」の
文
字
は
、

寒
い
季
節
の
気
象
を
表
す

用
語
と
し
て
扱
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
「
氷
」
の
話
で

少
し
は
涼
し
く
な
り
ま
し

た
か
◆
戦
後
80
年
等
々
、

熱
い
話
も
書
き
た
か
っ
た

の
で
す
が
、８
月
に
眼
病
を

患
い
ま
し
て
頓
挫
し
ま
し

た
。
ま
た
の
機
会
に―

。 

今
年
は
戦
後
80
年
、
若
く
し
て
死

な
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
人
々
の

気
持
ち
は
ど
ん
な
だ
っ
た
ろ
う
か
！ 

今
、
思
い
だ
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

同
封
の
ニ
ュ
ー
ス
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

80年前の若者に思い致す 

参
政
党
を
斬
る
「
南
京
大
虐
殺
」か
ら 

河
合 

良
一 

虐
殺
の
事
実
は
学
問
的
に
定
説 

極
右
勢
力
と
一
体
化
の
参
政
党 

日
本
軍
の
虐
殺
を
伝
え
た 

米
・
英
の
記
者 

外
国
人
記
者
は
「
南
京
大
虐

殺
」
を
事
件
の
当
初
か
ら
日
本

軍
の
残
虐
性
を
次
の
よ
う
に

伝
え
て
い
る
。 

 

Ｎ
Ｙ
・
タ
イ
ム
ズ
の
Ｆ･

Ｔ

ダ
ー
デ
ィ
ン
記
者｢

大
規
模
な

略
奪
、
婦
人
へ
の
暴
行
、
民
間

人
の
殺
害
、
住
民
を
自
宅
か
ら

放
逐
、
捕
虜
の
大
量
処
刑
、
青

年
男
子
の
強
制
連
行
な
ど
は
、

南
京
を
恐
怖
の
都
市
と
化
し

た
」 

（
37
年
12
月
17
日
電
） 

 

シ
カ
ゴ
・
デ
イ
リ
ー
・
ニ
ュ

ー
ズ
Ａ
・
Ｔ
・
ス
テ
ィ
ー
ル
記

者
「
目
撃
し
た
も
の
は
、
河
岸

近
く
の
城
壁
を
背
に
し
て
３

０
０
人
の
中
国
人
の
一
群
を

整
然
と
処
刑
し
て
い
る
光
景
。

そ
こ
に
は
す
で
に
膝
が
う
ず

ま
る
ほ
ど
死
体
が
積
ま
れ
て

い
た
」
「
こ
の
門
を
通
っ
た
と

き
、
１
・
５
ⅿ
の
厚
さ
の
死
体

の
上
を
や
む
な
く
車
を
走
ら

せ
た
」 （

37
年
12
月
15
日
電
） 

 

英
紙
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ

ー
デ
ィ
ア
ン
の
Ｈ
・
Ｊ
・
テ
ィ

ン
パ
ー
リ
ー
記
者 

報
道
内

容
を
も
と
に
『
中
国
に
お
け
る

※
【
南
京
事
件
】 

１
９
３
７
年

12

月
に
日

本
軍
は
中
華
民
国
の
首
都
で

あ
る
南
京
市
を
攻
略
し
、
数

か
月
間
に
わ
た
っ
て
多
数
の

非
戦
闘
員
で
あ
る
一
般
市
民

か
ら
略
奪
、
放
火
、
強
姦
な
ど

を
行
い
、
多
数
の
捕
虜
や
敗

残
兵
を
虐
殺
し
た
。 

日
本
軍
の
暴
虐
』
を
ま
と
め
、

１
９
３
８
年
に
ロ
ン
ド
ン
と

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
出
版
。 

 

私
た
ち
は
、
日
本
の
侵
略
戦

争
の
過
ち
か
ら
、
歴
史
の
事
実

と
教
訓
を
学
び
〝
新
た
な
戦

前
〟
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
憲
法
９

条
を
心
に
刻
み
、
極
右
的
潮
流

と
の
た
た
か
い
な
ど
運
動
の

輪
を
広
げ
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。 

ひと言 

河合 伸忠（共同） 

 
 

訃 

報 

 

鎌
田 

利
男
さ
ん 

８
月

に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。 

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上

げ
ま
す
。 

参
政
党
の
神
谷
宗
幣
代
表

は
参
院
選
公
示
日
直
前
の
６

月
23
日
、
那
覇
市
の
演
説
で
、

「
日
本
軍
が
中
国
大
陸
に
侵

略
し
て
い
っ
た
の
は
ウ
ソ
」

「
南
京
の
侵
攻
で
大
虐
殺
し

た
と
言
う
が
、
大
虐
殺
す
る
意

味
が
な
い
」
な
ど
と
日
本
軍
に

よ
る
中
国
へ
の
侵
略
や
南
京

虐
殺
を
否
定
し
た
。 

ま
た
、
同
党
の
初
鹿
野
裕
樹

氏
は
当
選
前
の
６
月
18
日
の

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
、
「
南
京
大
虐

殺
が
本
当
に
あ
っ
た
と
信
じ

て
い
る
人
が
ま
だ
い
る
の
か

と
思
う
と
残
念
で
な
ら
な
い
」

日
本
軍
は
「
焼
く
な
、
犯
す
な
、

殺
す
な
」
の
三
戒
を
遵
守
し
た

世
界
一
紳
士
な
軍
隊
で
あ
る

ー
と
投
稿
し
た
。
後
日
の
街
頭

演
説(

横
浜
市)

で
は
、
抗
議
す

る
人
達
に
向
か
っ
て
、
あ
ろ
う

こ
と
か
〝
非
国
民
〟
と
叫
ん

だ
の
で
あ
る
。 

ま
と
も
な
政
策
も
示
さ
ず

激
し
い
デ
マ
宣
伝
の
選
挙
運

動
は
、
と
て
も
見
過
ご
し
で
き

な
い
の
で
、
一
文
を
寄
せ
た
い
。 

明
治
大
学
の
山
田
朗
教
授

は
「
南
京
大
虐
殺
の
事
実
を
否

定
す
る
人
た
ち
の
目
的
は
歴

史
の
真
実
を
明
ら
か
に
す
る

わ
け
で
は
な
い
」
「
い
く
ら
批

判
さ
れ
て
も
改
め
ず
、
政
治
利

用
す
る
の
が
歴
史
修
正
主
義

者
の
特
徴
で
あ
る
」 

 

都
留
文
科
大
名
誉
教
授
の

笠
原
十
九
司
氏
は
「
被
害
者
数

は
事
件
当
時
の
記
録
や
資
料

に
は
限
り
が
あ
り
、
こ
れ
を
理

由
に
『
虐
殺
は
無
か
っ
た
』
と

の
デ
マ
は
１
９
８
０
年
代
ご

ろ
か
ら
続
い
て
き
た
。
虐
殺
の

事
実
は
、
学
問
的
に
は
定
説
で 

あ
る
」
と
い
う
。 

ま
た
、
日
本
政
府
も
「
非
戦

闘
員
の
殺
害
や
略
奪
行
為
等

が
あ
り
否
定
で
き
な
い
」
と
公

式
に
認
め
て
い
る
。 

し
か
し
、
日
本
保
守
党
の
百

田
尚
樹
議
員
や
河
村
た
か
し

議
員
な
ど
は
、
「
南
京
事
件
も

虐
殺
も
無
か
っ
た
」
と
繰
り
返

え
す
発
言
は
、
国
会
議
員
と
し

て
の
資
質
を
疑
う
。 

櫻
井
よ
し
こ
氏
も
産
経
新

聞(

８
月
４
日
付)

に
「
南
京
大

虐
殺
は
無
か
っ
た
こ
と
で
、
証

明
済
み
」
と
、
暴
論
を
書
い
て

い
る
。 

参
政
党
は
、
史
実
を
捻
じ
曲

げ
る
歴
史
修
正
主
義
者
や
極

右
の
潮
流
と
一
体
化
し
て
い

る
が
、
こ
れ
ら
を
推
進
し
て
き 

た
の
は
安
倍
政
権
だ
。 

そ
し
て
、
南
京
虐
殺
を
は
じ

め
と
す
る
日
本
の
侵
略
戦
争
を

肯
定
す
る
の
は
「
日
本
会
議
」
。

安
倍―

岸
田―

石
破
の
３
首

相
は
、
同
会
議
国
会
議
員
懇
談

会
の
一
員
だ
。 

極
東
国
際
軍
事
裁
判(

東
京

裁
判)

で
、
南
京
事
件
が
戦
時

国
際
法
や
人
道
法
に
反
す
る

残
虐
事
件
と
し
て
裁
か
れ
、
世

界
に
報
道
さ
れ
た
が
、
日
本
は

軍
部
の
報
道
管
制
で
、
事
実
は

隠
さ
れ
、
国
民
は
日
本
軍
の
残

虐
行
為
を
知
る
こ
と
さ
え
出 

来
な
か
っ
た
。 


